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か
お

杉

香

る

高

尾

山

の

玄

関

t

た
か

お

yr
ん
ぐ
ち

高

尾

ふ

け

凹
月
ニ
ト
四
口
､
昨
年
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
た
､
点
上
粗
筋
帽
山
口
駅
の
改
装
工
叫
が
終

わ
り
'
新
た
な
駅
舎
が
完
成
し
た
｡

新
駅
舎
は
'
歌
舞
伎
座
等
を
手
掛
け
た
､
姐
熊
家
の
限
研
吾

氏

に
よ
り
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
｡

多
摩
産
の
杉
村
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
'
前
屈
山
典
王
院
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
迫
力
あ
る
軒
が
特

徴
的
で
あ
る
｡

E
I月
二
十
九
日
に
は
､
高
尾
･八
王
子
エ
リ
ア
の
さ
ま
ざ
ま
な
扱
光
情
報
が
見
ら
れ
る
､
｢高

尾
山
口
軌
光
塞
内
所
｣
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
｡
こ
の
施
設
に
は
､
近

年
増
加
し
て
い
る
海
外
か
ら
の
軌
光
客
向
け
に
､
炎

･
仏

･
中
国
語
等
に

収
維
な
案
内
人
が

荷

敷す
る
｡

観
光
案
内
所
の
愛
称
は
公
兆
に
よ
り
決
近
し
､
高
尾
山
に
生
息
す
る
ム
サ
サ
ビ
に

因

み

'

｢む
さ
さ
び
ハ
ウ
ス
｣
と
な
り
､
八
王
子
iE
観
光
p
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
｢は
っ
ち
お
I
じ
｣

よ
り
発
漉
さ
れ
た
｡

rはつちお-じJによる*称発狂

京
王
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催

五
月
十
七
日
(日
)

去
る
五
月
十
七
日
高
尾
山
に
て

'
京
王
屯
鉄
㈱
主
催
の

｢京
王
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣
が
行
わ
れ
た
｡
紀
勢

約
千
二
百
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
'
ゴ
ミ
袋
を
手

に
持
ち
､
行
き
柿
り
の
道
中
の
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
｡

ま
た
､
神
変
堂
か
ら
四
天
王
門
ま
で
の
春
日
燈
漁

の

措

揃
も
併
せ
て
行
わ
れ
､
京
王
プ
ラ
ッ
ト
ガ
ー
ル
の
高
尾
か

え
で
さ
ん

(写
共
右
)
も
参
加
し
て
位
瓶
を
磨
き
､

1
生

懸
命
に
汚
れ
を
落
と
し
た
｡

応
托
両
性
鵬
セ
･州
別
糠
会

席
畑
山
的
以

爪
帽
山
髄
畑
登
山

親
睦
会
で
は
'
梅
坪
､

波
多
野
韮
雄
会
長

(写
共
右
よ
り
三
人

目
)
他
'
有
志
の
itJ様
が
貼
ま
り
'
ゴ
ミ

袋
を
片
手
に
高
尾
山
を
砧
揃
し
て
お
り
ま

す
｡い

つ
ま
で
も
持
屈
で
美
し
い
山
で
あ
り

ま
す
よ
う
斬
っ
て
お
り
ま
す
｡

H(g
:+
前
に
て
巳
乏
*
f

高
尾
ふ
又
狗
ま

つ
-

五
月
十
八
日
(月
)天狗ttで議事があり行われる

乍

納

御

礼

｢肉の山本｣会良の山本源菖械 (八

王子市)には､客殿内の階段に新た

にT:すりを御車納頂きまして､glね

て御礼を申し上げます｡

.
-;

四
季
の
草
花
--

オ
ウ
ギ
カ

T1
ラ
扇
事

(シ
ソ
科

･
キ
ラ
ン
ソ
ウ
馬

非
の
形
が
五
角
状
心

膜
形
で
扇
の
形
の
よ
う

に
見
え

'花
後
に
ツ
タ

の
よ
う
な
走
出

山根を
出

し
ま
す
｡
ツ
タ
の
忠
味

が
あ
る
fB
tを
付
け
て
名

前
が
付
い
て
い
ま
す
.

山
地
の
や
や
湿
り
気

味
の
水
爆
に
出
る
多
年

草
で
､

茎
の
高
さ
は
八

～
二
十
セ
ン
チ
に
な
り

ま
す
｡

花
は
茎
上
部
の
恭
順
か
ら
数
個
出
て
'
二
セ
ン
チ
前
後
の

白
色
か
ら
淡
紫
色
の
唇
弁
花
で
'
花
弁
に
は
浪
紫
色
の
筋
が

入
っ
て
い
ま
す
｡
上
層
は
抜
く
二
裂
L
t
下
唇
は
三
割

'中

火
裂
片
は
測
か
く
切
れ
込
ん
で
い
ま
す
｡

非
は
対
生
し
､
五
角
状
心
縦
形
で
,
操
に
波
状

の
昭
腕
が

あ
り
ま
す

O

馬
尾
山
系
で
は
､
高
尾
林
道
を
城
山
方
向
へ
歩
き
､
｢ふ

れ
あ
い
森
林
飽
｣
へ
の
分
岐
点
の
山
側
や
小
下
沢
林
道
を
歩

き
､
キ
ャ
ン
プ
城
跡
か
ら
即
儲
山
へ
の
登
山
道
な
ど
で
見
ら

れ
ま
す
｡

キ
ラ
ン
ソ
ウ
､
ジ
ュ
ウ
ニ
ヒ
ト
工
､
キ
ン
モ
ン
ソ
ウ
等
の

花
に
似
て
い
ま
す
｡

(椀
影

･
文

中
村

叙
人
)


